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『新編 新しい国語 六年（Ⅰ）』1956年度 『新しい国語 6年Ⅰ』1961年度
【教科書の手引き】






































































































































































































































名著全集 7 たまごの立つ話』国土社，1991年 4月，101-
104）。板倉は，師弟の科学随筆の違いを的確に捉え，「寺田
先生の随筆は〔…〕『日常生活の中でふと気のついた事
こと
柄
がら
に
ついて，科学者らしい視
し
点
てん
から掘り下げて考
こう
察
さつ
した結果を
随筆にまとめる』というものが多かったのですが，中谷さ
んの随筆は自分自身の専門的な研究をふまえて書くことが
多いようです」と説明している。この指摘はまさしく「線
香花火」についても当てはまる。
16)中谷宇吉郎・関口 譲「線香花火及び鉄の火花に就いて」
（『理化学研究所彙報』6巻 12号，1927年 12月，1083-
1103）。
17)吉村冬彦 ?備忘録」『思想』71号，1947年 9月，106-109。
この作品に見られる魅力的な表現については，すでに次の
論文ですぐれた分析が行われている。小田迪夫「寺田寅彦
のインヴェンション」『大阪教育大学紀要』24巻V部門 3
号，1975年，203-214。
18)中谷宇吉郎「線香花火」『科学ペン』2巻 1号，1937年 1
月，64-67。師弟それぞれの「線香花火」の存在については，
すでに次の文献が指摘していた。小山慶太『寺田寅彦』中
公新書，2012年，133-140。ただし，小山の意図は物理学に
おける寅彦の独創的な業績を顕彰することにあるので，研
究結果を明らかにするための引用，言及に終始している。
19)玉木雅己「『せんこう花火』（教育出版）」（森田信義編著
『説明的文章の研究と実践』明治図書，1988年，270）。
20)高知県立文学館の寺田寅彦遺品には，蓄音機と同レコー
ドが所蔵されている。http://www2.torahiko.net/record/
news/20090913victrola/（2013年 9月 9日閲覧）。
21)奇妙なことに，大日本図書の 1965年度指導書には，教科
書には表記されていなかった筆者名として，寅彦の名前が
挙がっており，「作者の『続冬彦集』の再話」とまで明記さ
れている。しかし，本稿で解明してきた成果を踏まえると，
同教材の出典は明らかに中谷の作品である。指導書には念
の入ったことに，寅彦による原文の一部が引用されていた
が，両者のあいだの齟齬は明白である。「再話」という表記
からして，中谷への疑念（『剽窃』への憤り？）なのか，そ
れとも執筆者の単純ミスなのか，その点は不明である。け
れども，「線香花火」といえば，寅彦の作品を想起するのが
通例であったこと，こういった事態を引き起こすほどに一
定の評価を得ていた作品であったことをうかがうことはで
きよう。
22)「練習単元」「話題単元」というカテゴリーは，平井昌夫
「教材単元」（西尾実他編『国語教育辞典』朝倉書店，1957
年，143）における定義に拠った。
23)倉沢栄吉他『筆者想定法の理論と実践』共文社，1972年。
24)こうした認識をめぐる議論としては，全国大学国語教育
学会第 72回大会におけるシンポジウム「国語科教育におけ
る映像の位置―読みの指導の場合―」が，歴史的資料とし
ても示唆に富む（『国語科教育』35集，1985年 3月，3-17）。
25)国語科教育学においても，同時代において，説明的文章
におけるレトリックへの関心が高まっていったことと軌を
一にしている。次の文献を参照のこと。小田迪夫『説明文
教材の授業改革論』明治図書，1986年。
26)大きく変わったことに関して，杉本仁は，東京書籍の教
科書編集に民俗学者・柳田國男（1875-1962）が中心的に関
わることで独自色を打ち出していたのが，1961年版では柳
田が降板した経緯を挙げている。杉本 仁『柳田國男と学
校教育』梟社，2011年。
27)平井昌夫「国語検定教科書について」『教育復興』2巻 8
号，1949年 10月，42-44。
28)『教科書研究要録』第 4集，1961年 3月，まえがき。
29)同，10。
付記
本稿は，科学研究費補助金による研究「マルチモーダルテ
クストを『よむ』学習活動の創発に向けた理論的基盤の構築
（23531157）」の成果の一部として成ったものである。
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